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遺伝子やsiRNAなどの高分子化合物を医療に
応用するためには、これらを各々の薬理作用部
位に応じて適切なオルガネラまで送達するための
細胞内動態制御技術が必要となる。また、血管
の透過による正常組織へのデリバリーにおいて
は、血管内皮細胞におけるトランスサイトーシス
経路を標的化する必要がある。

ＤＮＡワクチン技術の開発
新規素子を搭載することにより、樹状細胞への遺
伝子導入と免疫活性化機能を併せ持つ脂質多
重型ナノ粒子を創製した。その免疫活性化機構は
既存のアジュバントとは異なることも明らかとなった。
本粒子により遺伝子導入された樹状細胞、あるい
は、本粒子自身の生体内直接投与により、抗腫瘍
免疫や細胞障害性T細胞の活性化が得られた。

血管透過型ナノ粒子の創製
脳毛細血管内皮細胞単層におけるナノ粒子の透過を促進するペプチドのコンセンサス配列を同定した。
また、種々の組織標的化リガンドと共に搭載したDualリガンド搭載粒子を創製した。

生体内環境応答的な崩壊性を示す中性ナ
ノ粒子の創製
生体内環境で帯電・分解される新規脂質様材料
を基に遺伝子封入中性ナノ粒子を開発し、血中
投与型ナノ粒子としての応用性も実証した。脂溶
性ビタミンを疎水性足場として有する第二世代分
子を開発し、細胞内動態（核輸送）や癌への遺
伝子デリバリーにおける有用性も見出した。

遺伝子が脂質膜内に内封されたエンベロープ型
ナノ構造体を基盤技術とし、目的に応じて本脂
質膜構造の枚数を制御し、さらに、本粒子に搭
載する表面修飾素子や脂質膜構成材料を新規
に開発する。アウトプットとしてDNAワクチン技
術や静脈内投与型の遺伝子導入用ナノ粒子へ
と発展させる事を目的とする。
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変異原性の高い感染性疾患や個別化医療
が必要な癌に対する免疫療法に適応可能
な次世代型DNAワクチンへと発展できる。ま
た、新規脂質様材料は株式会社日油より販

売を随時開始する予定である。難溶性低分
子の分散化技術や小分子核酸デリバリーへ
も広く応用可能であり、創剤研究の国際競
争力を高めることができる。

ＤＮＡワクチンによる抗腫瘍効果 新規脂質様材料を基盤とした遺伝子内封ナノ粒子


